


本書の内容と注意事項

ふぞろいな答案分析
本書は2008年〜2010の各3年分の答案分析の冒頭部分をピックアップして

います。

ふぞろいな合格答案の2010－2008年の分析編を一挙掲載

 
３年間の300枚以上の答案から分析した合格ノウハウを結集

 

【注意事項】

本書は、「ふぞろいな答案分析」の最終出版原稿ではなく、作成途中の原

稿ファイルから先んじて発行しております。そのため、書店でお求めいた

だいたものとフォーマットや内容面で異なるところがございますが、ご容

赦ください。

具体的には、出版社での編集作業をしていないファイルですので、出版物

の方はより、読みやすく編集されております。



はじめに

ふぞろいな答案分析〜はじめに

 

　「ふぞろいな合格答案」は、2008年から３年に渡って発売され、2011年には４作目が発売される予定です。

長年にわたって継続できたのは、ひとえに読者の皆様のおかげです。そこで、この３年を振り返り、「ふぞろい

な答案分析」、「ふぞろいな再現答案」２冊の総集編を出版することとなりました。

　各年のふぞろいには、様々なコンテンツが記載されていますが、「ふぞろいな答案分析」では、過去３年間

の再現答案の分析結果を一同に集めて掲載しています。

　資格試験においては過去の本試験問題を深く学習することが合格への近道と言われています。その中でも、

特に中小企業診断士の２次筆記試験では正解が公表されず、何が合格に結びつくのかは、合格者によっても見

解が分かれるところです。

　本編は、そういった合格者の見解の相違に徹底的に着目しました。

　合格答案には何が記載されているのか、Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ答案の間にはどういった差異があるのか？そこには何ら

かの理由があるはずです。しかしその理由は１つとは限りません。

　私たちは受験される読者の皆様自身が過去問や再現答案を分析して、その理由を探すことこそ、合格への一

番の近道であると考えています。そのため本書では、読者の皆様が分析する際の、「材料」をよりわかりやすく

提供できるように心がけています。

　「解答ランキング」では、事例の設問ごとに、どういった解答が多かったのか、どういったキーワードが

多かったのか、さらに、合格者、Ａ/Ｂ/Ｃ/Ｄ答案の間には利用しているキーワードに差があるのか、ぜひご自

身の目で解答ランキングを確かめていただきたいと思っています。

　また、「会話による分析文」では事例ごとに２人の診断士受験生と先生の３人の座談会形式で分析をしてい

ます。これは、２人の受験生には異なる立場、例えば、考えすぎる受験生と素直すぎる受験生によって意見を

ぶつけ合っています。２人のうちどちらが正解というわけではなく、それぞれにいいところや悪いところが出て

くるはずです。

　中小企業診断士は、企業の経営を支援するのが大きな目的の一つですが、その企業の経営課題自体は当然経営

者が一番よくわかっているはずです。また経営自体にも唯一の正解はなく、支援する側の立場としては、自分の

考えを押し付けるのではなく、多面的な考え方を提供し、その中で経営者と一緒になって課題達成を支援して

いかなければなりません。だからこそ、この試験の多面性、ふぞろいさを、実感して頂ければ幸いです。

　

また今回は、総集編としての特集記事を新たに掲載いたしました。記事の作成にあたっては、中小企業診断

士の老舗勉強会の一つである「弱小企業診断士勉強会」の協力を得て、事例ごとに３年間の傾向の分析を行っ

て頂きました。分析して頂いたのは、皆様と同じ受験生の方々です。

　それでは、早速３年間を振り返っていきましょう。



本書の目次です。

※この電子書籍の目次ではありません。出版される本書の目次です。
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あとがき



2010年版〜組織の第1問①

組織事例の第1問をピックアップしました！

第１問（配点20点）　【難易度　★☆☆　みんなができた】

Ｆ社を買収する以前のＡ社、およびＡ社に買収される以前のＦ社は、それぞれＷ市周辺で有力な

菓子メーカーであった。和菓子、洋菓子といった取扱商品に違いがあるものの、Ａ社とＦ社の強

みには、どのような違いがあると考えられるか。150字以内で述べよ。

 

●出題の趣旨

Ｗ市地区で有力な菓子メーカーであったＡ社と、Ａ社に買収されることになるＦ社について、合

併前のそれぞれの企業の強みを分析し、両社の合併が生み出す効果あるいは影響を明確にするこ

とを問う問題である。

 



2010年版〜組織の第1問②





2010年版〜組織の第1問③

先生：今回は、菓子メーカーの事例だね。馴染みのある業種でイメージしやすかったんじゃない

かな。事例Ⅰは組織・人事を中心とした戦略に関する事例であることに注意して、マーケテ

ィングや生産面に偏らないようにしないといけないね。そんな視点に注意して、組織面や人

事面での経営課題の解決を考えて行くことが必要になってくるね。では、早速第１問から見

てみよう。

猛太：第１問では、Ａ社とＦ社の強みの違いを聞かれたんやな。Ａ社の強みはいっぱいあった

けど、Ｆ社は少ししかなかったなぁ。どうやってまとめていったらええんか、とまどったで

。設問文では強みそのものではなく、違いが問われていたから自分は違いを意識した解答に

したんや。ところで、何で違いを聞かれたんやろ。強みだけでよさそうやのに、よーわから

んかったなぁ。

静香：猛太さんらしいですね。大体、第１問だけで考えようとしたことに無理があったんですよ

。Ａ社は大都市圏市場へ進出したことで、商品開発等の経営課題が生まれてきましたよね。

そこで、この課題を解決するためにＦ社の買収を考えたと思うんですよ。つまり、買収後に

活かせるＡ社とＦ社の強みを解答することが求められていたのではないですかね。

先生：さすが静香さん。買収後にも活かせる強みを解答するということは、Ａ社とＦ社の強みの

違いを解答するということになるんだね。猛太さんが考えた「違い」の意識はあまり必要

なかったのかもしれないね。結局、Ｆ社については限定されている強みをきっちりとあげ、

Ａ社については強みの中でいかに買収後に活かせるものを解答できたかが、ポイントだった

んだね。

猛太：そーいうことやったんや。頭を冷やして反省し直しや。



2009年版〜組織の第1問①

事例Ⅰ(組織・人事)

第1問（配点20点）　【難易度　★☆☆　みんなができた】

Ａ社の事業の歴史的展開を踏まえた上で、現在のＡ社の強みは、どのような点にあると考

えられるか。Ａ社の強みとそれを形成してきた要因について、100字以内で述べよ。





2009年版〜組織の第1問②

 

先生：アントレーという聞き慣れない製品を扱う企業の出題に面食らった受験生も少なくなかっ

たみたいだね。ただ事例Ⅰは組織・人事に関する事例だから、取り扱う製品そのものよりも

、その組織構造や組織風土及び文化、人事面に着目できたかが合否を分けたかもしれない。

では早速、第１問から見てみよう。

考太：品質面、安全面、生産能力面、配送面などＡ社の強みは色々と拾えるね。ただ強みを答え

るだけじゃ文字数が余ってしまうから、形成してきた要因をどう盛り込んでいくのかが勝負

どころじゃないかな。僕は航空業界の成長に生産能力の拡大で応えた点をあげたよ。需要が

あるとはいえ、次々と工場を建てるのはなかなか勇気のいることだと思う。

直子：私は経営理念と品質・安全を結びつけたわ。「安心して召し上がっていただける商品

をリーズナブルな価格で」と与件文に書いてあるし、使わない手はないと思って。これを

盛り込むことですごく組織・人事の解答らしくなるし。

先生：お二人ともお見事。確かに、ただ強みをあげさせるだけならメニュー提案を頻繁に行っ

た等、マーケティング的な施策も評価すべきかも知れないね。しかし形成要因、つまりそ

の企業がなぜその強みを築くことができたのかを合わせて問われている以上、企業の歴史

や組織風土と関連のあるものを主にあげるべきだろう。意思決定の早さも経営理念の浸透

も組織としての大きな強みとなりうるものだよ。実際、合格＋Ａ答案評価の方の９割近く

が押さえていた点からも重要性が伺えるね。与件文だけではなく、設問文にもきっちり意

味のある良問だと言えるね。

 



2008年版〜組織の第1問①

事例Ⅰ（組織・人事）

第１問（配点10点）

バブル経済崩壊後、10年以上にわたって続いた長期景気低迷も、2003年以降回復傾向にある

。Ａ社も、そうした景気回復を追い風に業績を改善しつつある。しかし、活況を取り戻しつつ

あるとはいえ、今日の消費市場には、以前にも増して不透明さや複雑さが高まっている。Ａ社

が事業を展開している宝飾品市場は、どのような不透明さや複雑性を抱えていると考えられ

るか。100字以内で答えよ。

 

●出題の趣旨

景気の回復を追い風に業績を改善しつつある宝飾品業界の市場環境の変化とその背景を、中

小企業診断士の立場から、客観的に分析する能力を問う問題である。





2008年版〜組織の第1問②

 

本郷先生：さあ、それでは第１問から見ていこう。ストレートに「強み」「弱み」を聞いてき

た平成18年の第１問に比べ、今回は対応に苦慮した受験生も多かったんじゃないかな。

二人はどうだった？

巫女：確かに平成18年と比べると、与件から直接引用できる箇所が少なかったし、悩むところは

多かったのかも知れませんね。私は10点問題なので割り切って、ひらめいたままに書いちゃ

いましたけど。時間切れなんて悔しいもの。

貫太：僕は、平成17年の第１問の「経済効果」を思い出して一瞬固まってしまいました。動揺し

た過去の失敗を繰り返さないよう、今回は気持ちを切り替えて、設問にラインを引きながら

、「何が問われているのか」がぶれないように丁寧に答えました。

巫女：「景気動向の影響を受ける」はみんな書いていて差がつかなかったようですけど、それ以

外については解答が割れていますね。

本郷先生：合格＋Ａの受験生には、「不透明さや複雑性」の要素だけではなく、「宝飾品市場は

専門品のため〜」など、明確に宝飾品業界の特性を入れた人もいたんだ。出題の趣旨

にも、宝飾品業界の市場環境の変化とその背景が問われているとある。「背景」を業界

特性だととらえられるとしたら、宝飾品業界がどういった業界なのか、を考えた受験生

は出題者の意向に沿った解答が書けたのかもしれないね。

貫太：「不透明さや複雑性」って、「不透明さ」と「複雑性」を書き分けたほうがよかったんで

すかねぇ。

本郷先生：書き分けても分けなくても、そもそも不透明さや複雑性を書かなくても、あまり合否に影響はなか

ったようだね。それよりも気になったのは、第１問が宝飾品業界＝外部環境を聞いていたのに対し、Ａ社のこと

＝内部環境を答えていた解答（例：再現答案７の「Ａ社にも好影響〜」）がＢやＣ答案に多かったことなんだ

。内部環境の説明には加点されなかった可能性もあるから、「何が問われているのか」に注意し、題意に沿っ

て答えることが大切だったと思うよ。



おわりに

ふぞろいな合格答案の

　2010年版　2009年版　2008年版　の組織の第1問の分析結果だけを掲載いたしました。

各年のふぞろいな合格答案は、

　与件の問題、出題の趣旨、設問ももちろん掲載されています。

　各設問の解答ランキング、そして、先生と受験生の会話文が掲載されています。

今回の電子書籍を見て、興味を持たれたら、ぜひ、リアルの本書も手にとってみてください。

皆様の合格を記念しております。
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